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東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 

<お問い合わせ先> 

電話番号：03-5219-5947 

（営業日の9:00～17:00） 

https://www.franklintempleton.co.jp 

お客様の口座内容などに関するお問い合わせは、お申込み

された販売会社までお願い申し上げます。 
 

フランクリン・テンプルトン・ジャパン株式会社（金融商品取引業者 関
東財務局長（金商）第417号）はフランクリン・リソーシズ・インク傘下
の資産運用会社です。 

   

■■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 無期限 

運用方針 

主として、世界各国（新興国を含む）の国債およ
び政府機関債等に実質的な投資を行い、投資信託
財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざし
て運用を行います。 

主な投資対象 

主として、以下の外国投資証券および投資信託受
益証券に投資を行います。 
「フランクリン・テンプルトン・インベストメン
ト・ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボン
ド・ファンド（ルクセンブルク籍投資法人）」 
「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」 

組入制限 

投資信託証券および短期金融商品（短期運用の有
価証券を含みます。）以外への直接投資は行いま
せん。 
投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 
同一銘柄の投資信託証券への投資割合には制限を
設けません。 

分配方針 

毎決算時（限定為替ヘッジコース／為替ヘッジな
しコースは毎年６月および12月の20日（休業日の
場合は翌営業日）、毎月分配型・為替ヘッジなし
コースは毎月20日（休業日の場合は翌営業日））に、
基準価額水準、市況動向等を勘案して収益分配金
額を決定します。 
分配対象収益が少額の場合には分配を行わないこ
とがあります。 
留保益の運用については、特に制限を設けず、委
託者の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行
います。 
なお、毎月分配型・為替ヘッジなしコースは６月
および12月以外の月の決算時の分配について
は、原則として配当等収益を中心とするものと
します。 

 

テンプルトン世界債券ファンド 
限定為替ヘッジコース 
為替ヘッジなしコース 

毎月分配型・為替ヘッジなしコース 

（愛称：地球号） 
限定為替ヘッジコース/為替ヘッジなしコース 

第 25 期（決算日 2023年６月20日） 
毎月分配型・為替ヘッジなしコース 
第144期（決算日 2023年１月20日） 
第145期（決算日 2023年２月20日） 
第146期（決算日 2023年３月20日） 
第147期（決算日 2023年４月20日） 
第148期（決算日 2023年５月22日） 
第149期（決算日 2023年６月20日） 

運 用 報 告 書（全体版） 
 
 
受益者の皆様へ 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「テンプルトン世界債券ファンド」は2023年６月20日
に決算（限定為替ヘッジコース／為替ヘッジなしコースは
第25期、毎月分配型・為替ヘッジなしコースは第149期）を
行いました。ここに、限定為替ヘッジコース／為替ヘッジ
なしコースの第25期、毎月分配型・為替ヘッジなしコース
の第144期から第149期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上
げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース 
 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

21期(2021年６月21日) 9,665 10 △2.8 98.6 3,779 

22期(2021年12月20日) 9,330 10 △3.4 97.5 1,106 

23期(2022年６月20日) 8,807 10 △5.5 99.0 951 

24期(2022年12月20日) 8,473 10 △3.7 98.1 860 

25期(2023年６月20日) 8,359 10 △1.2 98.7 833 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 

 

○当期中の基準価額の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年12月20日 8,473 － 98.1 

12月末 8,585 1.3 98.1 

2023年１月末 8,791 3.8 97.9 

２月末 8,354 △1.4 98.3 

３月末 8,628 1.8 99.2 

４月末 8,551 0.9 99.3 

５月末 8,253 △2.6 99.4 

(期  末)    

2023年６月20日 8,369 △1.2 98.7 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY-H1」（以下、ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラスといいます。）の分配金再

投資基準価額が前期末と比べ下落したことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は下落しました。詳しく

は後掲の「■投資環境」をご参照ください。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 
・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

・米ドル売り円買いの為替予約取引等による為替ヘッジコスト 

 

 

（債券市場） 

当期の米国債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

の金融引き締めが長期化するとの観測を背景に、利回りは上昇しました。雇用情勢が堅調さを維持するなど、

景気の底堅さが意識されたことも、利回りの上昇要因となりました。期の半ばは、米銀の経営破綻が相次いだ

ことを受けて投資家のリスク回避姿勢が強まり、安全資産である米国国債が買われたことで利回りは低下（価
格は上昇）に転じました。しかしその後は、金融当局による対応を受けて市場は落ち着きを取り戻し、利回り

は下げ渋りました。期の後半は、利回りが上昇しました。ＦＲＢが公表した米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

議事要旨で根強いインフレへの懸念が示され、金融引き締めの長期化が意識されたことが利回りの上昇を促

しました。 
当期の欧州債券市場は、利回りが上昇しました。期の前半は、欧州中央銀行（ＥＣＢ）の積極的な金融引き

締めが当面続くとの見方を背景に利回りは上昇しました。期の半ばは、米銀の相次ぐ経営破綻に加え、スイス

の大手金融機関の経営不安が浮上し、投資家のリスク回避姿勢が強まったことから利回りは低下しました。し

かしその後は、欧州全体に金融危機が広がるとの過度の警戒感が後退したことから、利回りの低下は一服しま
した。期の後半は、ＥＣＢが利上げ継続のスタンスを示唆したことなどから、金融引き締めの長期化が改めて

意識され、利回りは上昇しました。 

 
（外国為替市場） 

当期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安となりました。期の前半は、日銀が長短金利操作（イールドカー

ブ・コントロール＝ＹＣＣ）で長期金利の上限引き上げを決定したことを受けて、日銀の大規模な金融緩和策
が修正され、日米金利差が縮小するとの思惑が浮上したことから、米ドル安・円高となりました。期の半ばは、

堅調な米国雇用統計の発表を受けて米国景気の底堅さが意識されたことから米ドル高・円安となりました。日

銀が現行の金融緩和策を当面継続する方針を示したことも、米ドル買い・円売りを促しました。期の後半は、

ＦＲＢによる金融引き締めの長期化の観測が強まったことから米ドル高・円安となりました。日銀による大規
模な金融緩和策が維持されるとの見通しも米ドル高・円安要因となりました。 

当期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。期の前半は、ＥＣＢによる金融引き締め継続観測

が根強いなかで、ユーロは円に対して強含みで推移しました。期の半ばは、スイス大手金融機関の経営不安を

受けて、欧州の金融システムに対する警戒感が意識されたことからユーロは対円で下落する場面が見られま
した。しかし、ＥＣＢ高官から利上げの継続に前向きな発言が相次いだことなどから、ユーロ買い・円売りが

優勢となりました。期の後半は、ＥＣＢによる金融引き締めの長期化が意識されたことからユーロ買い・円売

りが優勢となりました。日銀による大規模な金融緩和策が継続するとの見通しもユーロ買い・円売り要因とな

りました。 
  

投資環境 
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（テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」を高位に組み入れました。ま

た、「日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、日本、オーストラリア、韓国、インドネシアなどへ投資しました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、円、豪ドル、韓国ウォンなどを買い建てとする一方で、米ドルを売り建てました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格債を中心に、非投資適格債も一部組み入れました。 

 

なお、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」において、ポート

フォリオの通貨配分にかかわらず、純資産総額を米ドル換算した額とほぼ同額程度の米ドル売り・円買いの為

替予約取引等により、対円での為替ヘッジを行いました。 

 

（2023年５月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

 

当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して次表の通りとさせていただきました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第25期 

2022年12月21日～ 
2023年６月20日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.119％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,985  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス」および「日本短期債券ファン

ド（適格機関投資家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定

為替ヘッジ・クラス」への投資比率は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹ限定為替ヘッジ・クラス） 

○市場見通しと運用方針（2023年５月末時点） 

運用チームではインフレ率について、2023年も概ね過去の平均水準および中銀のインフレ目標を上回ると

予想する一方で、年間を通じて幅広く低下するとみています。インフレのピークアウトに加え、2023年に発生

した金融環境の逼迫を受けて、ＦＲＢやＥＣＢは金融引き締めのペースを緩める可能性があります。また、多

くの新興国は利上げの停止や打ち止めを示唆しています。インフレの鎮静化や金融政策の転換から投資機会

がもたらされると見込まれる一部の国のデュレーションを長期化しています。 

2021年半ばから始まった米ドル高は2022年終盤から反転し始めていますが、この流れは今後も続くと見て

います。米ドルは一部の先進国通貨と新興国通貨に対し、なおも歴史的な高値圏にあるとみられます。今後の

米国における景気減速は、他の通貨に一段と有利に作用すると思われます。ソブリン債市場のなかでは、ファ

ンダメンタルズが改善している国の非米ドル建ての債券に最も投資機会があると考えています。新興国債券

では、商品価格の上昇から恩恵を受けるラテンアメリカやアジアの現地通貨建てソブリン債に投資機会があ

ると考えています。 

地域別では、2023年もアジアの新興国が高い成長を遂げると予想しています。日本、中国の経済活動再開に

よる経済活動への好影響は経済指標に表れ始めており、周辺諸国にも波及すると予想されます。こうした恩恵

を受ける国の債券へのポジションを選択的に構築しています。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○１万口当たりの費用明細 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 46  0.535  (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 9)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (35)  (0.411)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.007   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.007)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 47   0.542    

期中の平均基準価額は、8,527円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 
 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五

入してあります。   

〔期中のその他費用〕 

〔期中の平均受益権口数〕
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した総経費率（年率）は1.89％です。 

 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○売買及び取引の状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY-H1 

30,094 16,919 29,089 16,000  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年６月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 2,703,566 2,703,566 2,836 0.3 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY-H1 

1,492,265 1,493,270 819,805 98.3 

合 計 4,195,831 4,196,836 822,642 98.7 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2023年６月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 2,836 0.3 

投資証券 819,805 97.6 

コール・ローン等、その他 17,375 2.1 

投資信託財産総額 840,016 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

 



品 名：01_90087_700004-005-006_025_03_テンプルトン世界債券ファンド 合冊_970515.docx 

日 時：2023/7/31 17:15:00 

ページ：11 

－ 11 － 

テンプルトン世界債券ファンド 限定為替ヘッジコース

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年６月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 840,016,415   

 コール・ローン等 17,374,265   

 投資信託受益証券(評価額) 2,836,581   

 投資証券(評価額) 819,805,569   

(B) 負債 6,143,585   

 未払収益分配金 997,560   

 未払解約金 466,672   

 未払信託報酬 4,619,607   

 未払利息 50   

 その他未払費用 59,696   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 833,872,830   

 元本 997,560,660   

 次期繰越損益金 △163,687,830   

(D) 受益権総口数 997,560,660口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,359円 
 
 
 

○損益の状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 16,619,292   

 受取配当金 16,625,072   

 受取利息 221   

 支払利息 △      6,001   

(B) 有価証券売買損益 △ 22,583,758   

 売買益 411,451   

 売買損 △ 22,995,209   

(C) 信託報酬等 △  4,679,303   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 10,643,769   

(E) 前期繰越損益金 △227,242,339   

(F) 追加信託差損益金 75,195,838   

 (配当等相当額) (  175,625,917)  

 (売買損益相当額) (△100,430,079)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △162,690,270   

(H) 収益分配金 △    997,560   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △163,687,830   

 追加信託差損益金 75,195,838   

 (配当等相当額) (  175,625,917)  

 (売買損益相当額) (△100,430,079)  

 分配準備積立金 321,725,446   

 繰越損益金 △560,609,114   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１）期首元本額は1,015,610,381円、期中追加設定元本額は25,211,507円、期中一部解約元本額は43,261,228円です。 

（２）貸借対照表上の純資産総額が元本総額を下回っており、その差額は163,687,830円です。 

（３）期末における１口当たり純資産額は0.8359円です。 

 

（分配金の計算過程） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（11,939,989円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（175,625,917円）及び分

配準備積立金（310,783,017円）より、分配対象収益は、498,348,923円（１万口当たり4,995円）であり、うち997,560円（１万口当たり10円）

を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース 
 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

21期(2021年６月21日) 14,017 10 3.8 98.6 3,300 

22期(2021年12月20日) 14,006 10 △0.0 97.5 3,117 

23期(2022年６月20日) 15,757 10 12.6 99.2 3,137 

24期(2022年12月20日) 15,731 10 △0.1 98.1 2,910 

25期(2023年６月20日) 16,577 10 5.4 98.5 2,868 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 

 

○当期中の基準価額の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年12月20日 15,731 － 98.1 

12月末 15,524 △1.3 98.1 

2023年１月末 15,677 △0.3 98.9 

２月末 15,610 △0.8 99.3 

３月末 15,782 0.3 98.6 

４月末 15,861 0.8 99.1 

５月末 16,052 2.0 99.0 

(期  末)    

2023年６月20日 16,587 5.4 98.5 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」（以下、ＪＰＹクラスといいます。）の分配金再投資基準価額が前期末

と比べ上昇したことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は上昇しました。詳しくは後掲の「■投資環境」

をご参照ください。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

 

 

（債券市場） 

当期の米国債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

の金融引き締めが長期化するとの観測を背景に、利回りは上昇しました。雇用情勢が堅調さを維持するなど、

景気の底堅さが意識されたことも、利回りの上昇要因となりました。期の半ばは、米銀の経営破綻が相次いだ

ことを受けて投資家のリスク回避姿勢が強まり、安全資産である米国国債が買われたことで利回りは低下（価

格は上昇）に転じました。しかしその後は、金融当局による対応を受けて市場は落ち着きを取り戻し、利回り

は下げ渋りました。期の後半は、利回りが上昇しました。ＦＲＢが公表した米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

議事要旨で根強いインフレへの懸念が示され、金融引き締めの長期化が意識されたことが利回りの上昇を促

しました。 

当期の欧州債券市場は、利回りが上昇しました。期の前半は、欧州中央銀行（ＥＣＢ）の積極的な金融引き

締めが当面続くとの見方を背景に利回りは上昇しました。期の半ばは、米銀の相次ぐ経営破綻に加え、スイス

の大手金融機関の経営不安が浮上し、投資家のリスク回避姿勢が強まったことから利回りは低下しました。し

かしその後は、欧州全体に金融危機が広がるとの過度の警戒感が後退したことから、利回りの低下は一服しま

した。期の後半は、ＥＣＢが利上げ継続のスタンスを示唆したことなどから、金融引き締めの長期化が改めて

意識され、利回りは上昇しました。 

 

（外国為替市場） 

当期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安となりました。期の前半は、日銀が長短金利操作（イールドカー

ブ・コントロール＝ＹＣＣ）で長期金利の上限引き上げを決定したことを受けて、日銀の大規模な金融緩和策

が修正され、日米金利差が縮小するとの思惑が浮上したことから、米ドル安・円高となりました。期の半ばは、

堅調な米国雇用統計の発表を受けて米国景気の底堅さが意識されたことから米ドル高・円安となりました。日

銀が現行の金融緩和策を当面継続する方針を示したことも、米ドル買い・円売りを促しました。期の後半は、

ＦＲＢによる金融引き締めの長期化の観測が強まったことから米ドル高・円安となりました。日銀による大規

模な金融緩和策が維持されるとの見通しも米ドル高・円安要因となりました。 

当期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。期の前半は、ＥＣＢによる金融引き締め継続観測

が根強いなかで、ユーロは円に対して強含みで推移しました。期の半ばは、スイス大手金融機関の経営不安を

受けて、欧州の金融システムに対する警戒感が意識されたことからユーロは対円で下落する場面が見られま

した。しかし、ＥＣＢ高官から利上げの継続に前向きな発言が相次いだことなどから、ユーロ買い・円売りが

優勢となりました。期の後半は、ＥＣＢによる金融引き締めの長期化が意識されたことからユーロ買い・円売

りが優勢となりました。日銀による大規模な金融緩和策が継続するとの見通しもユーロ買い・円売り要因とな

りました。 
  

投資環境 
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（テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」を高位に組入れました。また、「日本短期債券ファ

ンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、日本、オーストラリア、韓国、インドネシアなどへ投資しました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、円、豪ドル、韓国ウォンなどを買い建てとする一方で、米ドルを売り建てました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格債を中心に、非投資適格債も一部組み入れました。 

 

（2023年５月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

 

当期の収益分配につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して次表の通りとさせていただきました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第25期 

2022年12月21日～ 
2023年６月20日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.060％ 

 当期の収益 10  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 10,154  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針にもとづき、「テ

ンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」および「日本短期債券ファンド（適格機関投資

家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」への投資比率

は高位を維持する方針です。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

○市場見通しと運用方針（2023年５月末時点） 

運用チームではインフレ率について、2023年も概ね過去の平均水準および中銀のインフレ目標を上回ると

予想する一方で、年間を通じて幅広く低下するとみています。インフレのピークアウトに加え、2023年に発生

した金融環境の逼迫を受けて、ＦＲＢやＥＣＢは金融引き締めのペースを緩める可能性があります。また、多

くの新興国は利上げの停止や打ち止めを示唆しています。インフレの鎮静化や金融政策の転換から投資機会

がもたらされると見込まれる一部の国のデュレーションを長期化しています。 

2021年半ばから始まった米ドル高は2022年終盤から反転し始めていますが、この流れは今後も続くと見て

います。米ドルは一部の先進国通貨と新興国通貨に対し、なおも歴史的な高値圏にあるとみられます。今後の

米国における景気減速は、他の通貨に一段と有利に作用すると思われます。ソブリン債市場のなかでは、ファ

ンダメンタルズが改善している国の非米ドル建ての債券に最も投資機会があると考えています。新興国債券

では、商品価格の上昇から恩恵を受けるラテンアメリカやアジアの現地通貨建てソブリン債に投資機会があ

ると考えています。 

地域別では、2023年もアジアの新興国が高い成長を遂げると予想しています。日本、中国の経済活動再開に

よる経済活動への好影響は経済指標に表れ始めており、周辺諸国にも波及すると予想されます。こうした恩恵

を受ける国の債券へのポジションを選択的に構築しています。 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信

託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○１万口当たりの費用明細 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 84  0.535  (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (17)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (65)  (0.411)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.005   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 85   0.540    

期中の平均基準価額は、15,751円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 
 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五

入してあります。   

〔期中のその他費用〕 

〔期中の平均受益権口数〕
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価
証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で
除した総経費率（年率）は1.90％です。 

 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○売買及び取引の状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

53,324 54,883 184,028 190,000  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年６月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 11,202,737 11,202,737 11,753 0.4 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

2,748,718 2,618,014 2,815,019 98.1 

合 計 13,951,455 13,820,751 2,826,773 98.5 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2023年６月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 11,753 0.4 

投資証券 2,815,019 97.0 

コール・ローン等、その他 73,844 2.6 

投資信託財産総額 2,900,616 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 
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テンプルトン世界債券ファンド 為替ヘッジなしコース

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年６月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,900,616,192   

 コール・ローン等 73,842,511   

 投資信託受益証券(評価額) 11,753,911   

 投資証券(評価額) 2,815,019,770   

(B) 負債 32,092,715   

 未払収益分配金 1,730,383   

 未払解約金 15,106,344   

 未払信託報酬 15,115,452   

 未払利息 214   

 その他未払費用 140,322   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,868,523,477   

 元本 1,730,383,230   

 次期繰越損益金 1,138,140,247   

(D) 受益権総口数 1,730,383,230口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,577円 
 
 
 

○損益の状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 53,077,775   

 受取配当金 53,095,052   

 受取利息 590   

 支払利息 △       17,867   

(B) 有価証券売買損益 109,929,755   

 売買益 112,365,057   

 売買損 △    2,435,302   

(C) 信託報酬等 △   15,255,774   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 147,751,756   

(E) 前期繰越損益金 224,517,263   

(F) 追加信託差損益金 767,601,611   

 (配当等相当額) (    704,988,864)  

 (売買損益相当額) (     62,612,747)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,139,870,630   

(H) 収益分配金 △    1,730,383   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,138,140,247   

 追加信託差損益金 767,601,611   

 (配当等相当額) (    704,988,864)  

 (売買損益相当額) (     62,612,747)  

 分配準備積立金 1,052,062,365   

 繰越損益金 △  681,523,729   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１）期首元本額1,850,159,140円、期中追加設定元本額は41,234,180円、期中一部解約元本額は161,010,090円です。 

（２）期末における１口当たり純資産額は1.6577円です。 

 

（分配金の計算過程） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（48,110,495円）、解約に伴う当期純損益金額分

配後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（704,988,864円）及び分

配準備積立金（1,005,682,253円）より、分配対象収益は、1,758,781,612円（１万口当たり10,164円）であり、うち1,730,383円（１万口当

たり10円）を分配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース 
 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

120期(2021年１月20日) 10,217 25 0.4 98.3 147 

121期(2021年２月22日) 10,332 25 1.4 98.5 149 

122期(2021年３月22日) 10,437 25 1.3 98.8 150 

123期(2021年４月20日) 10,380 25 △0.3 98.4 150 

124期(2021年５月20日) 10,396 25 0.4 97.4 144 

125期(2021年６月21日) 10,429 25 0.6 97.8 144 

126期(2021年７月20日) 10,211 25 △1.9 97.8 141 

127期(2021年８月20日) 10,142 25 △0.4 98.5 140 

128期(2021年９月21日) 10,125 25 0.1 98.8 140 

129期(2021年10月20日) 10,514 25 4.1 97.9 145 

130期(2021年11月22日) 10,329 25 △1.5 98.9 141 

131期(2021年12月20日) 10,275 25 △0.3 98.0 140 

132期(2022年１月20日) 10,390 25 1.4 98.1 122 

133期(2022年２月21日) 10,441 25 0.7 98.3 122 

134期(2022年３月22日) 10,860 25 4.3 98.5 126 

135期(2022年４月20日) 11,718 25 8.1 98.2 131 

136期(2022年５月20日) 11,112 25 △5.0 97.5 125 

137期(2022年６月20日) 11,412 25 2.9 97.7 129 

138期(2022年７月20日) 11,462 25 0.7 97.9 129 

139期(2022年８月22日) 11,386 25 △0.4 98.1 129 

140期(2022年９月20日) 11,543 25 1.6 98.2 131 

141期(2022年10月20日) 11,526 25 0.1 98.7 130 

142期(2022年11月21日) 11,186 25 △2.7 97.7 93 

143期(2022年12月20日) 11,252 25 0.8 98.0 93 

144期(2023年１月20日) 11,032 25 △1.7 98.2 91 

145期(2023年２月20日) 11,113 25 1.0 98.2 88 

146期(2023年３月20日) 10,980 25 △1.0 87.0 98 

147期(2023年４月20日) 11,285 25 3.0 99.5 100 

148期(2023年５月22日) 11,322 25 0.5 99.0 101 

149期(2023年６月20日) 11,715 25 3.7 97.5 106 
 

（注） 基準価額（１万口当たり）の期中騰落率は分配金込みです。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

（注） 投資信託証券組入比率は、純資産総額に対する比率です。 
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○当作成期中の基準価額の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第144期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年12月20日 11,252 － 98.0 

12月末 11,105 △1.3 97.9 

(期  末)    

2023年１月20日 11,057 △1.7 98.2 

第145期 

(期  首)    

2023年１月20日 11,032 － 98.2 

１月末 11,188 1.4 98.1 

(期  末)    

2023年２月20日 11,138 1.0 98.2 

第146期 

(期  首)    

2023年２月20日 11,113 － 98.2 

２月末 11,117 0.0 98.1 

(期  末)    

2023年３月20日 11,005 △1.0 87.0 

第147期 

(期  首)    

2023年３月20日 10,980 － 87.0 

３月末 11,220 2.2 99.2 

(期  末)    

2023年４月20日 11,310 3.0 99.5 

第148期 

(期  首)    

2023年４月20日 11,285 － 99.5 

４月末 11,252 △0.3 99.5 

(期  末)    

2023年５月22日 11,347 0.5 99.0 

第149期 

(期  首)    

2023年５月22日 11,322 － 99.0 

５月末 11,362 0.4 99.1 

(期  末)    

2023年６月20日 11,740 3.7 97.5 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○運用経過 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2022年12月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドが投資を行う投資対象ファンドは、特定のベンチマークを上回ることを目指して運用するものではありません。したがって、

当ファンドもベンチマークを設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

主な投資対象ファンドである「フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ファンズ－テンプルトン・

グローバル・ボンド・ファンド」（以下、テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンドといいます。）の円建

て外国投資証券「Class I (Mdis) JPY」（以下、ＪＰＹクラスといいます。）の分配金再投資基準価額が前作成

期末と比べ上昇したことから、当ファンドの分配金再投資基準価額は上昇しました。詳しくは後掲の「■投資

環境」をご参照ください。 

 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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なお、投資対象ファンドの主な変動要因は以下の通りです。 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等からのインカムゲイン 

・投資を行っている新興国を含む世界各国の国債、政府機関債等の価格変動 

・投資を行っている先進国通貨および新興国通貨の対米ドルの価格変動 

 

 

（債券市場） 

当作成期の米国債券市場は、利回りが上昇（価格は下落）しました。期の前半は、米連邦準備制度理事会

（ＦＲＢ）の金融引き締めが長期化するとの観測を背景に、利回りは上昇しました。雇用情勢が堅調さを維持

するなど、景気の底堅さが意識されたことも、利回りの上昇要因となりました。期の半ばは、米銀の経営破綻

が相次いだことを受けて投資家のリスク回避姿勢が強まり、安全資産である米国国債が買われたことで利回

りは低下（価格は上昇）に転じました。しかしその後は、金融当局による対応を受けて市場は落ち着きを取り

戻し、利回りは下げ渋りました。期の後半は、利回りが上昇しました。ＦＲＢが公表した米連邦公開市場委員

会（ＦＯＭＣ）議事要旨で根強いインフレへの懸念が示され、金融引き締めの長期化が意識されたことが利回

りの上昇を促しました。 

当作成期の欧州債券市場は、利回りが上昇しました。期の前半は、欧州中央銀行（ＥＣＢ）の積極的な金融

引き締めが当面続くとの見方を背景に利回りは上昇しました。期の半ばは、米銀の相次ぐ経営破綻に加え、ス

イスの大手金融機関の経営不安が浮上し、投資家のリスク回避姿勢が強まったことから利回りは低下しまし

た。しかしその後は、欧州全体に金融危機が広がるとの過度の警戒感が後退したことから、利回りの低下は一

服しました。期の後半は、ＥＣＢが利上げ継続のスタンスを示唆したことなどから、金融引き締めの長期化が

改めて意識され、利回りは上昇しました。 

 

（外国為替市場） 

当作成期の米ドル・円相場は、米ドル高・円安となりました。期の前半は、日銀が長短金利操作（イールド

カーブ・コントロール＝ＹＣＣ）で長期金利の上限引き上げを決定したことを受けて、日銀の大規模な金融緩

和策が修正され、日米金利差が縮小するとの思惑が浮上したことから、米ドル安・円高となりました。期の半

ばは、堅調な米国雇用統計の発表を受けて米国景気の底堅さが意識されたことから米ドル高・円安となりまし

た。日銀が現行の金融緩和策を当面継続する方針を示したことも、米ドル買い・円売りを促しました。期の後

半は、ＦＲＢによる金融引き締めの長期化の観測が強まったことから米ドル高・円安となりました。日銀によ

る大規模な金融緩和策が維持されるとの見通しも米ドル高・円安要因となりました。 

当作成期のユーロ・円相場は、ユーロ高・円安となりました。期の前半は、ＥＣＢによる金融引き締め継続

観測が根強いなかで、ユーロは円に対して強含みで推移しました。期の半ばは、スイス大手金融機関の経営不

安を受けて、欧州の金融システムに対する警戒感が意識されたことからユーロは対円で下落する場面が見ら

れました。しかし、ＥＣＢ高官から利上げの継続に前向きな発言が相次いだことなどから、ユーロ買い・円売

りが優勢となりました。期の後半は、ＥＣＢによる金融引き締めの長期化が意識されたことからユーロ買い・

円売りが優勢となりました。日銀による大規模な金融緩和策が継続するとの見通しもユーロ買い・円売り要因

となりました。 
  

投資環境 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

 

（テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針に

もとづき、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」を高位に組入れました。また、「日

本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）」受益証券への投資も行いました。 

 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

＜国・地域配分＞ 

主な国・地域別配分については、日本、オーストラリア、韓国、インドネシアなどへ投資しました。 

 

＜通貨別配分＞ 

主な通貨別配分については、円、豪ドル、韓国ウォンなどを買い建てとする一方で、米ドルを売り建てました。 

 

＜信用格付別配分＞ 

主な配分については、投資適格債を中心に、非投資適格債も一部組み入れました。 

 

（2023年５月末時点） 

 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し信託財産の安定的な成

長を目指して安定運用を行いました。 

 

 

当ファンドはベンチマークや参考指数を設けていないため、本項目は記載しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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当作成期の収益分配は次表の通りです。第144期から第149期について、いずれも配当等収益に加え、基準価
額の水準、市況動向等を勘案して決定いたしました。 

なお、留保された収益の運用につきましては、特に制限を設けず元本部分と同一の運用を行います。 
 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第144期 第145期 第146期 第147期 第148期 第149期 

2022年12月21日～ 
2023年１月20日 

2023年１月21日～ 
2023年２月20日 

2023年２月21日～ 
2023年３月20日 

2023年３月21日～ 
2023年４月20日 

2023年４月21日～ 
2023年５月22日 

2023年５月23日～ 
2023年６月20日 

当期分配金 25  25  25  25  25  25  

(対基準価額比率) 0.226％ 0.224％ 0.227％ 0.221％ 0.220％ 0.213％ 

 当期の収益 25  25  21  25  25  25  

 当期の収益以外 －  －  3  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 7,086  7,095  7,095  7,103  7,108  7,120  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○今後の運用方針 

（テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース） 

「テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース」は、当ファンドの運用の基本方針に
もとづき、「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」および「日本短期債券ファンド（適
格機関投資家限定）」へ投資を行います。「テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス」へ
の投資比率は高位を維持する方針です。 
 

（投資対象ファンド：テンプルトン・グローバル・ボンド・ファンド ＪＰＹクラス） 

○市場見通しと運用方針（2023年５月末時点） 

運用チームではインフレ率について、2023年も概ね過去の平均水準および中銀のインフレ目標を上回ると
予想する一方で、年間を通じて幅広く低下するとみています。インフレのピークアウトに加え、2023年に発生
した金融環境の逼迫を受けて、ＦＲＢやＥＣＢは金融引き締めのペースを緩める可能性があります。また、多
くの新興国は利上げの停止や打ち止めを示唆しています。インフレの鎮静化や金融政策の転換から投資機会
がもたらされると見込まれる一部の国のデュレーションを長期化しています。 
2021年半ばから始まった米ドル高は2022年終盤から反転し始めていますが、この流れは今後も続くと見て

います。米ドルは一部の先進国通貨と新興国通貨に対し、なおも歴史的な高値圏にあるとみられます。今後の
米国における景気減速は、他の通貨に一段と有利に作用すると思われます。ソブリン債市場のなかでは、ファ
ンダメンタルズが改善している国の非米ドル建ての債券に最も投資機会があると考えています。新興国債券
では、商品価格の上昇から恩恵を受けるラテンアメリカやアジアの現地通貨建てソブリン債に投資機会があ
ると考えています。 
地域別では、2023年もアジアの新興国が高い成長を遂げると予想しています。日本、中国の経済活動再開に

よる経済活動への好影響は経済指標に表れ始めており、周辺諸国にも波及すると予想されます。こうした恩恵
を受ける国の債券へのポジションを選択的に構築しています。 
 

（投資対象ファンド：日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定）） 

今後も引き続き、主として日本短期債券マザーファンドを通じて、わが国の公社債・金融商品に投資し、信
託財産の安定的な成長をめざして安定運用を行う方針です。 
 
引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

項 目 
第144期～第149期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 60  0.535  (a)信託報酬＝〔作成期間の平均基準価額〕×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (12)  (0.110)  ファンドの運用、受託会社への指図、基準価額の算出、開示資料作成 
等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (46)  (0.411)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン 
ドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.014)  ファンドの運用財産の保管・管理、委託会社からの運用指図の実行等 
の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.007   
(b)その他費用＝  

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.007)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 61   0.542    

作成期間の平均基準価額は、11,207円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 
（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 
 当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当たりの費用明細」等が取得できるものについては交付運用報告書の「組入

上位ファンドの概要」に表示しております。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は四

捨五入してあります。 
  

〔作成期間のその他費用〕 

〔作成期間の平均受益権口数〕
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および
有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.89％です。 

 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。   
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○売買及び取引の状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

 

銘 柄 
第144期～第149期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

外 国 
(邦貨建) 

 口 千円 口 千円  
フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

12,727 12,852 4,865 5,000  

 
（注） 金額は受渡し代金です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年12月21日～2023年６月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年６月20日現在) 

 

銘 柄 
第143期末 第149期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

日本短期債券ファンド（適格機関投資家限定） 785,042 785,042 823 0.8 

フランクリン・テンプルトン・インベストメント・ 
ファンズ－テンプルトン・グローバル・ボンド・ 
ファンドClass I (Mdis) JPY 

88,012 95,873 103,088 96.8 

合 計 873,054 880,915 103,912 97.5 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 単位未満は切捨てです。 

  

投資信託証券 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

○投資信託財産の構成 (2023年６月20日現在) 

項 目 
第149期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 823 0.8 

投資証券 103,088 96.5 

コール・ローン等、その他 2,927 2.7 

投資信託財産総額 106,838 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨てです。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第144期末 第145期末 第146期末 第147期末 第148期末 第149期末 

2023年１月20日現在 2023年２月20日現在 2023年３月20日現在 2023年４月20日現在 2023年５月22日現在 2023年６月20日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 92,249,565   88,845,346   99,240,263   100,957,909   101,431,745   106,838,168   

 コール・ローン等 1,963,404   1,883,192   13,132,834   813,610   1,340,003   2,926,038   

 投資信託受益証券(評価額) 822,017   821,703   822,331   821,860   822,881   823,666   

 投資証券(評価額) 89,464,144   86,140,451   85,285,098   99,322,439   99,268,861   103,088,464   

(B) 負債 293,691   283,644   299,320   314,819   319,246   315,302   

 未払収益分配金 208,387   199,221   225,269   222,958   223,271   227,323   

 未払解約金 2   －   －   －   －   －   

 未払信託報酬 84,151   83,272   72,990   90,713   94,789   86,898   

 未払利息 4   4   25   1   2   8   

 その他未払費用 1,147   1,147   1,036   1,147   1,184   1,073   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 91,955,874   88,561,702   98,940,943   100,643,090   101,112,499   106,522,866   

 元本 83,355,101   79,688,551   90,107,890   89,183,479   89,308,534   90,929,214   

 次期繰越損益金 8,600,773   8,873,151   8,833,053   11,459,611   11,803,965   15,593,652   

(D) 受益権総口数 83,355,101口 79,688,551口 90,107,890口 89,183,479口 89,308,534口 90,929,214口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,032円 11,113円 10,980円 11,285円 11,322円 11,715円 
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○損益の状況 

項 目 
第144期 第145期 第146期 第147期 第148期 第149期 

2022年12月21日～ 
2023年１月20日 

2023年１月21日～ 
2023年２月20日 

2023年２月21日～ 
2023年３月20日 

2023年３月21日～ 
2023年４月20日 

2023年４月21日～ 
2023年５月22日 

2023年５月23日～ 
2023年６月20日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 316,801   293,064   272,149   307,237   319,637   335,135   

 受取配当金 316,932   293,219   272,265   307,306   319,676   335,201   

 受取利息 7   7   3   2   －   －   

 支払利息 △       138   △       162   △       119   △        71   △        39   △        66   

(B) 有価証券売買損益 △ 1,858,533   641,175   △ 1,126,990   2,724,575   327,689   3,485,072   

 売買益 90   675,095   628   2,730,023   327,758   3,485,185   

 売買損 △ 1,858,623   △    33,920   △ 1,127,618   △     5,448   △        69   △       113   

(C) 信託報酬等 △    85,298   △    84,419   △    74,026   △    91,860   △    95,973   △    87,971   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 1,627,030   849,820   △   928,867   2,939,952   551,353   3,732,236   

(E) 前期繰越損益金 △15,433,630   △16,494,764   △15,844,165   △16,809,692   △14,088,235   △13,743,189   

(F) 追加信託差損益金 25,869,820   24,717,316   25,831,354   25,552,309   25,564,118   25,831,928   

 (配当等相当額) (  47,403,307)  (  45,328,133)  (  52,747,838)  (  52,216,053)  (  52,308,668)  (  53,479,279)  

 (売買損益相当額) (△21,533,487)  (△20,610,817)  (△26,916,484)  (△26,663,744)  (△26,744,550)  (△27,647,351)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 8,809,160   9,072,372   9,058,322   11,682,569   12,027,236   15,820,975   

(H) 収益分配金 △   208,387   △   199,221   △   225,269   △   222,958   △   223,271   △   227,323   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 8,600,773   8,873,151   8,833,053   11,459,611   11,803,965   15,593,652   

 追加信託差損益金 25,869,820   24,717,316   25,831,354   25,552,309   25,564,118   25,831,928   

 (配当等相当額) (  47,403,307)  (  45,328,133)  (  52,747,838)  (  52,216,053)  (  52,308,668)  (  53,479,279)  

 (売買損益相当額) (△21,533,487)  (△20,610,817)  (△26,916,484)  (△26,663,744)  (△26,744,550)  (△27,647,351)  

 分配準備積立金 11,667,422   11,211,657   11,184,511   11,135,381   11,180,832   11,267,145   

 繰越損益金 △28,936,469   △27,055,822   △28,182,812   △25,228,079   △24,940,985   △21,505,421   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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テンプルトン世界債券ファンド 毎月分配型・為替ヘッジなしコース

＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

（１） 第144期首元本額は83,282,458円、第144～149期中追加設定元本額は12,528,853円、第144～149期中一部解約元本額は4,882,097円です。 

（２） １口当たり純資産額は、第144期1.1032円、第145期1.1113円、第146期1.0980円、第147期1.1285円、第148期1.1322円、第149期1.1715

円です。 

 

（損益及び剰余金計算書関係） 

分配金の計算過程 

（１）第144期（自2022年12月21日 至2023年１月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（231,503円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（47,403,307円）及び分配準

備積立金（11,644,306円）より、分配対象収益は、59,279,116円（１万口当たり7,111円）であり、うち208,387円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（２） 第145期（自2023年１月21日 至2023年２月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（266,582円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（45,328,133円）及び分配準

備積立金（11,144,296円）より、分配対象収益は、56,739,011円（１万口当たり7,120円）であり、うち199,221円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（３）第146期（自2023年２月21日 至2023年３月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（198,123円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（52,747,838円）及び分配準

備積立金（11,211,657円）より、分配対象収益は、64,157,618円（１万口当たり7,120円）であり、うち225,269円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（４）第147期（自2023年３月21日 至2023年４月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（297,932円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（52,216,053円）及び分配準

備積立金（11,060,407円）より、分配対象収益は、63,574,392円（１万口当たり7,128円）であり、うち222,958円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（５）第148期（自2023年４月21日 至2023年５月22日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（272,246円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（52,308,668円）及び分配準

備積立金（11,131,857円）より、分配対象収益は、63,712,771円（１万口当たり7,133円）であり、うち223,271円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 

（６）第149期（自2023年５月23日 至2023年６月20日） 

計算期間末における解約に伴う当期純損益金額分配後の配当等収益から費用を控除した額（327,420円）、解約に伴う当期純損益金額分配

後の有価証券売買等損益から、費用を控除し繰越欠損金を補填した額（0円）、信託約款に規定される収益調整金（53,479,279円）及び分配準

備積立金（11,167,048円）より、分配対象収益は、64,973,747円（１万口当たり7,145円）であり、うち227,323円（１万口当たり25円）を分

配金額としております。 
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○分配金のお知らせ  

 第144期 第145期 第146期 第147期 第148期 第149期 

１万口当たり分配金（税込み） 25円 25円 25円 25円 25円 25円 
 
◇分配金の取扱いについて 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別

元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除し

た額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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